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長野県バレーボール協会登録料改定について（告知） 

 

 師走の候 皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃は

本会事業運営に対しまして格別のご尽力を賜っておりますこと、改めて御礼申し上げ

ます。 

 さて、ＪＶＡメンバー登録制度改定につきましては、これまでの理事会や加盟団体

代表委員総会など、機会ある毎に説明をさせていただいてきておりますが、この度 11

月 18 日の本会第 104 回理事会（臨時開催）におきまして、令和８年度からの本会チ

ーム登録料と個人登録料が承認・決定されましたことをご報告いたします。（詳細は添

付資料参照のこと） 

 今回の見直しは、ＪＶＡメンバー登録制度改定に併せて、19 年ぶりに県協会個人登

録料の見直し（チーム登録料は据え置き）をしたものです。金額の設定におきまして

は、他県との比較などによる優位性と妥当性、および加盟団体間における公平性を考

慮させていただきました。 

今後、本対応とＪＶＡ交付金および協賛団体獲得等によります増収分の会員・加盟

団体への還元手段を検討し、来年度事業計画・予算計画に盛り込んで提案をさせてい

ただきたいと思います。 

ご理解ご協力の程、どうぞ宜しくお願いいたします。 

以上 
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JVA メンバー制度改定について 

 

公益財団法人日本バレーボール協会（JVA）は、全国のバレーボール競技の発展のために、2007 年度

に JVA メンバー制度（登録制度）を構築し、日本のバレーボールが⽬指すべき、「“つなぐ力”を世界に

育む」に添った様々な活動を積極的に推進してまいりました。 

2007 年度に新制度を導入してから約 20 年が経過しましたが、その間、社会情勢やスポーツ界におけ

る環境・価値観も変化しており、バレーボール界においても JVA のみならず、地域のバレーボールを⽀

える都道府県バレーボール協会（都道府県協会）の役割もより大きくなってきております。 

このような状況下において、「“つなぐ力”を世界に育む」の理念のもと、バレーボールを行う環境をよ

り整備、充実させていくため、2026 年度より JVA メンバー制度（登録制度）の改定を実施することと

いたしました。詳細は下記よりご確認ください。 

皆様のご理解、ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

●改定の趣旨 

（１） ⼩中⾼という学校制度の中で、「チームの多様化」に合わせた競技・育成環境や連続性と⼀貫性

を持たせるための制度設計に変換していく 

（２） ⼩中⾼世代からシニア世代まで、全てのバレーボールファミリーが多くの試合を楽しめるよう、

競技種⽬（バレーボール 6人制・9人制、ビーチバレーボール、ソフトバレーボール）に合わせ

た世代別・レベル別の試合（大会やリーグ戦など）を創出し、バレーボールを持続的に活動でき

る環境を整えていく 

（３） 上記環境を実現するために、審判、指導者、大会運営者等、周辺人材の育成を図る 

（４） バレーボールの価値を社会に還元できる活動を指向していく  

2025 年 10 月 6 日 

 

第１号議案 

資料 No.１ 



 

 

公益財団法人日本バレーボール協会 

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷1-30-8 ダヴィンチ千駄ヶ谷内 

www.jva.or.jp 

改定内容①： チーム・メンバー登録における登録区分の変更 

■変更の⽬的 

チームの多様化に合わせて、大会などの活動範囲に合わせた登録が可能となるように、登録チームの定

義を再整理しました。 

 

■変更の詳細 

次頁の「登録区分」「登録チーム定義」表を参照ください。 

 

 

改定内容②： チーム登録料・メンバー登録料の変更 

■変更の⽬的 

➢ これまでの競技団体は、競技会の運営を主として行っておりましたが、健康増進、コミュニティ形

成などにおいてもスポーツの価値が見直され、スポーツのさらなる普及、生涯スポーツの推進が国

としても掲げられています 

➢ スポーツ団体ガバナンスコードが示され、中央競技団体はもちろん、都道府県競技団体においても

ガバナンスやコンプライアンスに関する対応、暴力・暴言・ハラスメントの対応や根絶に向けた施

策なども必要になっており、地域のバレーボールを⽀える都道府県協会が担う役割は年々増大して

います 

➢ 都道府県協会は、多くのボランティアの皆さんで⽀えられている組織になりますが、さらに関わる

人を増やし、組織や活動を充実させていくことが、地域のバレーボール活性化にもつながります 

➢ バレーボールに関わる皆さんに⼀定の負担をいただきながら、都道府県協会の基盤を強化し、将来

にわたって、⼩さな子どもからシニア世代まで、広く、安心・安全に、バレーボールを楽しめる環

境を継続、発展させていきたいと考えています 
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■変更の詳細 

次頁の「チーム登録料」「メンバー（個人）登録料」を参照ください。 

 

補足１：都道府県協会、都道府県連盟の設定額は、地域差がある場合があります（都道府県協会、都道

府県連盟の設定額は、別途お知らせします）。 

補足２：第４種（小学生年代）カテゴリーにおいて、登録する年度で年齢が９歳以下（登録年度 4月 1

日現在８歳）の選手は、JVA-MRS への登録は必要となりますが、登録料は免除となります。 

 

●JVA 登録料の主な使途 

➢ 全国大会事業（バレーボール 6人制・9人制、ビーチバレーボール、ソフトバレーボールなど） 

➢ 年代別事業（各世代の中で競技レベルに応じた年代別大会の開催） 

➢ 競技会活性化事業（全国大会以外のブロック、都道府県、市区町村レベルの大会補助） 

➢ 人材育成事業（指導者・審判員等の講習会や研修会） 

➢ 組織強化事業（９地域連盟、都道府県協会の組織強化⽀援） 

➢ バレーボールトレーニングセンター設置 

➢ その他（ガバナンス、コンプライアンス対応、情報発信など） 

 

本件に関するお問い合わせ先 

mrs@jva.or.jp 

 

 

mailto:mrs@jva.or.jp


■登録区分（新旧対比表） 2025年11月26日
競技区分 チーム区分 競技区分 登録区分 チーム区分（連盟区分）
バレーボール 実業団 一般 バレーボール 第１種（一般） SVリーグ・Vリーグ

Vリーグ 実業団
クラブ 一般 クラブ

Vリーグ 大学
大学 第２種（高校生年代） 高校（全日制）
高専 高校（定時制・通信制）
高校 全日制 高専

定時制 ヤングクラブ（U18）
中学校 第３種（中学生年代） 中学生（中学校部活）
小学校 中学生（地域クラブ）
ヤングクラブ U19（U20） ヤングクラブ（U15）

U17（U18） SVユース（U15）
U14（U15） 第４種（小学生年代） クラブ
U11（U12） 第５種（シニア） クラブ

U14 U14（U15） ソフトバレーボール ソフトバレーボール

U11（U12） 競技区分 登録区分 メンバー区分（年齢区分）
ヴィンテージ8's ビーチバレーボール Sクラス O23

ソフトバレーボール ソフトバレーボール U22

競技区分 メンバー区分 年齢区分 U18
ビーチバレーボール Sクラス O22 U15

U21 Aクラス O23
U17 U22
U14 U18

Aクラス O22 U15
U21 Qクラス O23
U17 U22
U14 U18

Qクラス O22 U15
U21 ※年齢は登録年度の4/2～翌年4/1に達する年齢を基準とする
U17 【U15例】2026年度（2026年4月2日〜2027年4月1日）に15歳に達する者
U14



■JVAメンバー制度【登録区分およびチーム・メンバー定義】 2025年11月26日更新版

競技区分 登録区分 チーム区分 連盟区分 チームの定義

SVリーグ／Vリーグ SVL／JVL SVリーグまたはVリーグに承認されたチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・国民スポーツ大会（本チーム区分に登録のある選手）

実業団 日本実業団連盟 実業団連盟に所属するチーム

【６人制】
・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全日本６人制総合リーグ
・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・国民スポーツ大会（本チーム区分に登録のある選手）

【９人制】
・全日本実業団選手権大会
・全国社会人優勝大会（東西）
・全日本選手権大会（９人制総合）
・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・日本スポーツマスターズ

クラブ 日本クラブ連盟
16歳以上で構成されたチーム
※９人制大会に出場する、大学単位で構成されたチームを含む

【６人制】
・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全日本６人制総合リーグ
・全日本クラブカップ選手権大会
・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・国民スポーツ大会（本チーム区分に登録のある選手）

【９人制】
・全日本クラブカップ選手権大会
・全国社会人優勝大会（東西）
・全日本選手権大会（９人制総合）
・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・日本スポーツマスターズ

大学 全日本大学連盟 大学単位で構成されたチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全日本大学選手権大会

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・国民スポーツ大会（本チーム区分に登録のある選手）

高校（全日制） 全国高等学校体育連盟 高等学校単位で構成されたチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全日本高等学校選手権大会（春高）
・全国高校総体（インターハイ）

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・国民スポーツ大会（本チーム区分に登録のある選手）

高校（定時制・通信制） 全国高等学校体育連盟 高等学校単位で構成されたチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全国高等学校定時制･通信制大会

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会

高専 全国高等専門学校連合会 高等専門学校単位で構成されたチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全国高等専門学校体育大会

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会

ヤングクラブ（U18） 日本ヤングクラブ連盟 18歳以下で構成されたチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全国ヤングクラブ大会

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会

中学生（中学校部活） 日本中学校体育連盟
中学校単位で構成されたチーム
※中体連の合同チーム、拠点校チームを含む

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全日本中学校選手権大会

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・全国都道府県対抗中学大会（本チーム区分に登録のある選手から選考）

中学生（地域クラブ） 日本中学校体育連盟
13歳以上15歳以下で構成された地域クラブチーム
※都道府県中体連に認定されたチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全日本中学校選手権大会

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・全国都道府県対抗中学大会（本チーム区分に登録のある選手から選考）

ヤングクラブ（U15） 日本ヤングクラブ連盟
15歳以下で構成されたチーム
※全中は、中体連で定めた参加資格を有するチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全日本中学校選手権大会（2026年度まで）
・全国ヤングクラブ大会

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・全国都道府県対抗中学大会（本チーム区分に登録のある選手から選考）

SVユース（U15） JVA（都道府県協会）
15歳以下で構成されたチーム
※SVリーグもしくはVリーグに承認されたチーム
※全中は、中体連で定めた参加資格を有するチーム

・天皇杯・皇后杯全日本選手権大会
・全日本中学校選手権大会（2026年度まで）
・全国ヤングクラブ大会（2026年度まで）

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会
・全国都道府県対抗中学大会（本チーム区分に登録のある選手から選考）

第４種（小学生年代） クラブ 日本小学生連盟 12歳以下で構成されたチーム ・全日本小学生大会 ・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会

第５種（シニア） クラブ JVA（都道府県協会） ※大会の出場資格により区分 【８人制】・全国ヴィンテージ8’s交流大会 ・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会

ソフトバレーボール ソフトバレーボール ＊＊＊ 日本ソフト連盟 ※大会の出場資格により区分
【４人制】・ソフトバレーフェスティバル
　　　　　（シルバー／レディース／スポレク／フリー）

・地域、都道府県等の範囲で開催される各種大会

競技区分 連盟区分 メンバーの定義

日本ビーチバレーボール連盟

登録した選手は、FIVBビーチバレー選手として登録することができ
る

日本ビーチバレーボール連盟

公益財団法人日本バレーボール協会主催の大会、同大会の地方予選
会、日本ビーチバレーボール連盟の主催する競技会に参加を希望す
る者。また、公認大会においてのオフィシャルポイントの獲得を目
指す方を対象。

日本ビーチバレーボール連盟

※年齢は登録年度の「4/2」～「翌年4/1」に達する年齢を基準とする 2025年10月17日
※チーム区分の「高校（定時制・通信制）」および「高専」のチームが「全日本高等学校選手権大会（春高）」「全国高校総体（インターハイ）」に参加する場合は、別途参加資格と登録条件を確認すること

バレーボール

ビーチバレーボール

Sクラス（O23／U22／U18／U15）

Aクラス（O23／U22／U18／U15）

Qクラス（O23／U22／U18／U15）

登録区分（メンバー区分）

第１種（一般）

第２種（高校生年代）

第３種（中学生年代）

＜参考＞主な出場可能な大会

＜参考＞主な出場可能な大会

公益財団法人日本バレーボール協会または日本ビーチバレーボール連盟の主催する大会への出場資格およびFIVB主催のビーチバレーワールドツアーの日本代表
として出場出来る

ビーチバレージャパン・ビーチバレージャパンレディース・ビーチバレージャパンカレッジ・ビーチバレージャパンジュニアの都道府県予選、日本ビーチバ
レーボール連盟主催大会の参加資格を取得し、日本ビーチバレーボール連盟の定める公認大会におけるオフィシャルポイントを取得できる。大会毎の参加資格
については、各大会の競技要項を参照のこと。



■チーム登録料一覧表（新：2026年度）

⑤県協会 ⑥県連盟

SVリーグ・Vリーグ SVL／JVL（都道府県協会） 0 0 1,000 ※ 1,000＋⑤＋⑥

実業団 日本実業団連盟 0 0 1,000 19,000 20,000＋⑤＋⑥

クラブ 日本クラブ連盟 0 0 1,000 9,000 10,000＋⑤＋⑥

大学 全日本大学連盟 0 10,000 1,000 ※ 11,000＋⑤＋⑥

高校(部活/全日制) 全国高等学校体育連盟 0 0 1,000 ※ 1,000＋⑤＋⑥

高校(部活/定時制・通信制) 全国高等学校体育連盟 0 0 1,000 ※ 1,000＋⑤＋⑥

高専 全国高等専門学校連合会 0 0 1,000 ※ 1,000＋⑤＋⑥

ヤングクラブ（U18） 日本ヤングクラブ連盟 0 0 1,000 9,000 10,000＋⑤＋⑥

中学生（中学校部活） 日本中学校体育連盟 0 0 1,000 ※ 1,000＋⑤＋⑥

中学生（地域クラブ） 日本中学校体育連盟 0 0 1,000 ※ 1,000＋⑤＋⑥

ヤングクラブ（U15） 日本ヤングクラブ連盟 0 0 1,000 9,000 10,000＋⑤＋⑥

ＳＶユース（U15） JVA（都道府県協会） 0 0 1,000 9,000 10,000＋⑤＋⑥

第４種（小学生年代） クラブ 日本小学生連盟 0 0 1,000 5,000 6,000＋⑤＋⑥

第５種（シニア） クラブ JVA（都道府県協会） 0 0 1,000 ※ 1,000＋⑤＋⑥

ソフトバレーボール ソフトバレーボール ソフトバレーボール 日本ソフト連盟 0 0 500 ※ 500＋⑤＋⑥

※都道府県協会、都道府県連盟の設定額は、地域差がある場合があります（都道府県協会、都道府県連盟の設定額は、別途お知らせします） 変更無し ※MRS以外で徴収 2025年11月17日

都道府県
合計

バレーボール

第１種（一般）

第２種（高校生年代）

第３種（中学生年代）

競技区分 登録区分 チーム区分 連盟区分 JVA 全国連盟



■メンバー登録料一覧表（新：2026年度） 単位：円

③県協会 増減額 ④県連盟

選手 1,500 1,000 800 400 ※ 3,300 

スタッフ 1,500 1,000 800 400 ※ 3,300 

選手 1,500 1,000 800 400 ※ 3,300 

スタッフ 1,500 1,000 800 400 ※ 3,300 

選手 1,500 400 800 400 ※ 2,700 

スタッフ 1,500 400 800 400 ※ 2,700 

選手 1,200 400 800 440 ※ 2,400 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 1,000 300 700 460 ※ 2,000 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 1,000 300 700 400 ※ 2,000 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 1,000 300 700 400 ※ 2,000 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 1,000 300 700 400 ※ 2,000 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 850 300 600 500 ※ 1,750 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 850 300 600 500 ※ 1,750 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 850 300 600 500 ※ 1,750 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 850 300 600 500 ※ 1,750 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 500 500 500 440 ※ 1,500 

スタッフ 1,200 400 800 400 ※ 2,400 

選手 800 200 700 400 ※ 1,700 

スタッフ 800 200 700 400 ※ 1,700 

選手 800 200 600 400 ※ 1,600 

スタッフ 800 200 600 400 ※ 1,600 

選手 1,500 8,400 800 400 ※ 10,700 

スタッフ 1,500 8,400 800 400 ※ 10,700 

選手 1,200 8,360 0 -360 ※ 9,560 

スタッフ 1,200 8,360 0 -360 ※ 9,560 

選手 1,000 8,240 0 -240 ※ 9,240 

スタッフ 1,000 8,240 0 -240 ※ 9,240 

選手 850 8,100 0 -100 ※ 8,950 

スタッフ 850 8,100 0 -100 ※ 8,950 

選手 1,500 2,400 800 400 ※ 4,700 

スタッフ 1,500 2,400 800 400 ※ 4,700 

選手 1,200 2,360 0 -360 ※ 3,560 

スタッフ 1,200 2,360 0 -360 ※ 3,560 

選手 1,000 240 0 -240 ※ 1,240 

スタッフ 1,000 240 0 -240 ※ 1,240 

選手 850 100 0 -100 ※ 950 

スタッフ 850 100 0 -100 ※ 950 

選手 1,500 400 800 400 ※ 2,700 

スタッフ 1,500 400 800 400 ※ 2,700 

選手 1,200 360 0 -360 ※ 1,560 

スタッフ 1,200 360 0 -360 ※ 1,560 

選手 1,000 240 0 -240 ※ 1,240 

スタッフ 1,000 240 0 -240 ※ 1,240 

選手 850 100 0 -100 ※ 950 

スタッフ 850 100 0 -100 ※ 950 

※都道府県協会、都道府県連盟の設定額は、地域差がある場合があります（都道府県協会、都道府県連盟の設定額は、別途お知らせします） ※MRS以外で徴収 2025年11月17日

※年齢は登録年度の「4/2」～「翌年4/1」に達する年齢を基準とする

※第４種（小学生年代）カテゴリーは、登録する年度において年齢が９歳（４/１現在８歳）以下の選手は登録料を免除とする

値上げ幅：400～500円

ビーチU22以下、普及促進のため0円

競技区分 登録区分 チーム区分 連盟区分 メンバー区分

バレーボール

第１種（一般）

SV・Vクラブ SVL／JVL（都道府県協会）

実業団 日本実業団連盟

クラブ

第２種（高校生年代）

高校(全日制) 全国高等学校体育連盟

高校(定時制・通信制) 全国高等学校体育連盟

高専 全国高等専門学校連合会

ヤングクラブ（U18） 日本ヤングクラブ連盟

第３種（中学生年代）

中学生（中学校部活） 日本中学校体育連盟

中学校（地域クラブ） 日本中学校体育連盟

ヤングクラブ（U15） 日本ヤングクラブ連盟

ＳＶユース（U15） JVA（都道府県協会）

Aクラス
【２人制】

O23

第４種（小学生年代） クラブ 日本小学生連盟

第５種（シニア） クラブ JVA（都道府県協会）

U15 日本ビーチバレーボール連盟

ソフトバレーボール ソフトバレーボール ソフトバレーボール 日本ソフト連盟

ビーチバレーボール

Sクラス
【２人制】

O23 日本ビーチバレーボール連盟

U22 日本ビーチバレーボール連盟

U18 日本ビーチバレーボール連盟

U15 日本ビーチバレーボール連盟

Qクラス
【２人制】
【４人制】

O23

U15 日本ビーチバレーボール連盟

日本ビーチバレーボール連盟

U22 日本ビーチバレーボール連盟

U18 日本ビーチバレーボール連盟

日本ビーチバレーボール連盟

U22 日本ビーチバレーボール連盟

U18 日本ビーチバレーボール連盟

合計JVA

日本クラブ連盟

大学 全日本大学連盟

全国連盟
都道府県


